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特集 : 花の新病害 ( 7 )

チ ュ ー リ ッ プ褐色腐敗病の発生と 防 除
も り

富 山 県農業技術セ ン タ ー野菜花 き 試験場 守

は じ め に

チ ュ ー リ ッ プ は 日 本海側 を 中 心 に 栽培 さ れ， 特 に 新

潟 ・ 富山両県では全国の球根生産の 9 割 を 占 め て い る 。

近年， 富 山 県 で は他の 花 き 球根類 を 含 め た 球根類の総合

産地化が進 め ら れて い る が， 一方で国際的 に は球根類の

隔離検疫制度が緩和 さ れ， 安価な オ ラ ン ダ産球根が市場

に 流入 し て き て い る 。 圏 内産地で は ， こ れ に対抗す る た

め よ り 低 コ ス ト で高品質な球根生産が求 め ら れて い る 。

病害の 有無 は商品性に 直接的 に 影響す る 。 特 に ポ ス ト

ハ ーベ ス ト 病害 は ， 庖頭や消費者 の 手 に 渡 っ た 段階で問

題 と な る 場合が あ り ， 高度 な 防除対策が必要であ る 。 チ

ュ ー リ ッ プの 主 要 な ポ ス ト ハ ー ベ ス ト 病害 と し て ， 球根

腐敗病 (Fusarium o.砂ゆorum f. sp. tulかαe) ， 黒腐病

(Pseudomo加s andropogonis) ， 緑 か び 病 ・ 青 か び 病
(Penicillium corymb俳rum ・ p. のcloPium) な どが あ る 。
こ れ ら の 病 害 の 防 除 試 験 を 行 う 過 程 で， 新 た に
Pseudomonas gladi・Oli に よ る 黒腐病類似病害 「褐色腐敗
病」 の発生が確認 さ れた 。

I 本病の存在確認の経緯

本病の発生が初 め て 確認 さ れ た の は 1987 年 8 月 で あ

っ た が， こ れ に は 少々 込み入 っ た 経緯があ る 。 当時， 当

研究室 で は 球根腐敗病 を微生物で防除す る こ と を 目 的 と

し て ， 球根腐敗病菌 に 対す る 括抗細菌 を探索 し て い た 。
こ れ ら は チ ュ ー リ ッ プ に 親和性 を 有す る こ と が望 ま し い

こ と か ら ， チ ュ ー リ ッ プの根面や球根か ら 分離収集 し た 。

分離 し た 括抗細菌の な か か ら 培地上で球根腐敗病菌の生

育 を 著 し く 抑 え る l 種の細菌が選抜 さ れ た 。 本細菌 は黒

腐 病様 の 症状球 の 患部 か ら 分 離 し た も の で， P. an
dropogonis と は 明 ら か に 異 な る こ と か ら 単 な る 雑菌の 1
種 と 考 え て い た 。 ( ち な み に P. androρogonis は球根腐敗
病菌 に対す る 措抗作用 は全 く 無 い 。 ) 本細菌 は球根腐敗病
の 防除 に 有望 と 考 え ら れた が， 念の た め に 球根 に 接種 し

て 病原性 を検定 し た 。 そ の 結果， 意外 に も 本細菌 は チ ュ

ー リ ッ プ球根 に 強 い病原性 を 示 し ， 黒腐病様の病斑 を 形

成 し た 。 す な わ ち ， 本細菌 は ま ぎ れ も な い チ ュ ー リ ッ プ
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の病原細菌で あ っ た の で あ る 。 そ こ で， さ ら に 当場で保

存中の球根や 富 山 県花 き 球根農業協同組合 に 集荷 さ れた

球根か ら 黒腐病様の 症状球 を収集 し ， 病原細菌の分離 を

行 っ た と こ ろ ， 黒腐病細菌 P. androρogonis 及 び本細菌

と 同一細菌が各々 単独で検 出 さ れた 。 そ れ ら を 球根へ接

種 し た 結果， 黒褐色病斑 を 形成 し て 原病徴が再現 さ れ た 。

以上の こ と か ら ， チ ュ ー リ ッ プの黒腐病様 の 病害 に は ，

既知の黒腐病以外の病害が存在す る こ と が明 ら か と な っ

た 。 ま た ， 両者の病徴 を 注意深 く 観察す る と ， 後述 の よ

う に 明 ら か な 差異が認め ら れた 。

E 病 徴

本病 は黒腐病 と 同様 に 7 月 上旬 か ら 散見 さ れ， そ れ以

降発生が 目 立 つ て く る 。 本病の病斑 は ， 収穫調整時 に 生

じ た と 考 え ら れ る 傷 口 や 同一株の他の球根 と 分離 し た 際

に生ず る 分離痕 を 中心 に 広が り ， 初 め 中心部がや や く ぽ

ん だ黒褐色不整形の 小病斑で， し だ い に 拡大 し て 不整形

の褐色~黒褐色の 大型病斑 と な る 。 こ の段階 に な る と 病

斑の 中央部 は乾燥 し て 陥没 し ， 外皮上 か ら 指で病斑 の 存

在が容易 に 確認で き る よ う に な る 。 ま た ， 発病初期の 小

病斑 は黒腐病の そ れ と 酷似す る た め ， 見分 け る の は 困難

であ る 。 し か し ， 発病中~後期 に な る と 病斑 の 周 縁部が

黒腐病 の 場合 は 主 に 第一鱗片 の 表 層 を 進行 す る の に 対

し ， 本病で は 主 に 第一鱗片 内 層 を 進行す る 点で異 な る 。

皿 病原細菌 と 病名

1 病原細菌の同定

本細菌 (12 分離株) の細菌学的性質 を 80 項 目 に つ い て

調査 し た 結果， 対照 と し て供試 し た グ ラ ジ オ ラ ス 首腐病

細菌 P. gladioli pv. gladioli と き わ め て よ く 一致 し た 。

ま た ， 本細菌 の代表株 BRA-4 株 を 抗原 と し て 作製 し た

抗血清 は ， 寒天ゲ lレ内拡散法 で P. gladioli と の み反応 し

た (表一1 ) こ と か ら ， 本細菌 は P. gladioli と 同定 さ れ た 。

2 病原性の比較

BRA -4 株 の 他 に 表 2 に 示 す 分 離 源 の 異 な る P.

gladioli 株 を チ ュ ー リ ッ プ (品種 : ノ f レ ー ド ) 球根， タ マ

ネ ギ (品種 : O . K 黄) 鱗茎及 び葉身， グ ラ ジ オ ラ ス (品

種 : メ モ リ ー レ ー ン ) の葉身 に ， 付傷接種 し て 発病の 有

無 を調べた。 そ の結果， 供試菌株すべ て が タ マ ネ ギ と グ
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ラ ジ オ ラ ス に 病原性 を 示 し ， 接種部位 を 中心 に 水浸状 に

腐敗 し た 。 チ ュ ー リ ッ プ に 対 し て は ， チ ュ ー リ ッ プ分離

株以外の菌株 は い ずれ も 接種部位 を 中 心 に 径 7...... 10 mm

(付傷痕 は径 5 mm 前後) の 淡黄色水浸状で後 に 白色~淡

褐色乾腐状 の 円 形病斑 を 形成 し ， そ こ で病斑の鉱大 は停

止 し た 。 一方， チ ュ ー リ ッ プ分離株 (BRA-4 株) は 同様

な 円 形病斑 を 形成 し た 後， そ の病斑 は さ ら に 黒補色不整

形の病斑 (進展型病斑) が拡大 し ， 本病の原病徴 を再現

し た 。 し た が っ て ， チ ュ ー リ ッ プ分離株 は ， 供試 し た 他

の P. gladioli 株 と 病原型が明 ら か に 異 な る と 考 え ら れ

た 。

P. gladioli に は 二 つ の pathovar が お か れ て い る

(BRADBURY， 1986) 。 一 つ は タ マ ネ ギ鱗茎 を 侵 す pv. al

licola， も う 一つ は グ ラ ジ オ ラ ス や フ リ ー ジ ア を侵す pv.

gladioli で あ る 。 こ れ ま で， P. gladioli の pathovar 聞 の

病原性差異 に つ い て は十分 に検討 さ れて お ら ず， 両者の

明確 な相違点 は 明 ら か と な っ て い な い。 そ こ で， 本細菌

が ど ち ら の pathovar に 属 す る の か， そ れ と も 新 し い

pathovar な の か を 決 め る に は ， さ ら に 多 く の P. gladioli 

表 - 1 寒天ゲ ル 内舷散法 に よ る 血清反応誤験

陰性 : Agrobacterium tumefacie間 (03-01222) ， 
Bacillus subtilis (03-01002) ，  

Curtobacterium flo.ccumfaαie間 pv. oortii (03-01198) ， 

Clavibacter michiganensis subsp. michiganensis 

(03-01037) ， 

Erwinia caroto叩ra subsp. carotovora (03-01048) ， E. her
bicola pv. millettiae (03-010589) ， E. rhapontici (03-
01331) ， 

Pseudomnas andropogonis (03-01005) (03-01006) 

(03-01116) (03-01154) (Qn-21) ， P. ave脚 (03-01024) ， 

P. caη'ophylli (03-01060) ， P. ce，μcia ( ・) ( . . ) ，  P. cichorii 
(03-01180) ， 

R 加CO!噌inea (03-01177) ， P. glu捌ae (03-01093) ， P. 

ma得inal，お pv_ marginalis (03-01378) ， 

P. pseudoalcarligenes subsp. konjaci (03-01465) ， P. 

solanacearum (03-01067) ， 

P. syri・ngae pv. aþtata (03-01008) ， P. 耳yringae pv. japonica 
(03-01159) ， 

P. syringae pv. lachη押悶悶 (03-01319) ， P. syringae pv_ 
ρ'haseolicola (03-01022) ， 

P. viridiflo.va (03-01132) ， P. woodsii (= andropogonis) 

(03-01156) ， 
Xanthomanas campestris pv. camþestris (03-01076) ， X. 

camμstris pv. citri (03-01077) ， 

X. campestris pv. 0η'zae (03-01229) ， X. campestris pv_ pisi 
(03-01207) 

陽性 : P. gladioli pv. gladioli (03-01064) (03-01580) (03-01588) 
(03-01728) (Pgg-l )  

株 を 収集 し て 比較検討 を 行 う 必要があ る と 考 え ら れた 。

ま た ， 細菌学的性質 の 類似性の み に よ っ て pathovar を

決定 す る こ と は ， pathovar 設置 の 意義 を 損 な う こ と か

ら ， チ ュ ー リ ッ プ分離株の pathovar の 決定 は保留 し た 。

3 病名

本病の病徴 は 品種 に よ っ て 多少 異 な る が， 病斑が黒腐

病に比べて褐色がか っ た 場合が多 い こ と か ら ， 病名 は褐

色腐敗病 (Bacterial Brown Rot) と 呼称す る こ と を提

案 し た 。

W 伝 染 経 路

本病の伝染経路 を 解明 す る た め に ， 本病の感染球 を植

え 付 け て 翌春掘 り 取 っ た 後， 水洗 し ， 薬剤漫潰 ( チ ュ ー

リ ッ プサ ピ ダニ対象) し た 場合 と し な い場合の 発病 を 比

較 し た 。 ま た ， 対照 に は黒腐病感染球 と 健全球 を 植 え て ，

同様 に比較 し た 。 そ の 結果， 本病 は 黒腐病 と 同様 に ， 病

球 を 植 え 付 け る と 発生が顕著で， 水洗 ・ 薬剤浸演す る こ

と に よ り 発病が増大 し た (表-3) 。 以上の こ と か ら ， 本病

及び黒腐病 は 球根伝染 し ， 水洗 ・ 薬剤漫漬時 に 感染す る

表 - 2 来歴の異な る Pseudomanas gladioli の病原性比較

供試菌株 グ ラ ジ オ ラ ス タ マ ネ ギ チ ュ ー リ ッ プ

葉 身 葉 身 鱗 茎 球根

BRA-4 + + + + * 

Pgg-1 ，  Pgg-2， To8701 + + + ( + ) *  * 

TM8014， Nias 

進展型黒褐色病斑
.. . 停滞型 円形乾腐病斑

供試菌株の来歴
BRA-4 チ ュ ー リ ッ プ褐色腐敗病細菌 ( 当場保存株)

Pgg-1，  Pgg-2 グ ラ ジ オ ラ ス 首腐病細菌 ( 当場保存株)

To8701 タ マ ネ ギ り ん 片腐敗病細菌 (道立道南農試 田中

民夫氏 か ら 分譲)
TM8014 ネ ギ根面か ら 分離 ( 当場保存株)

Nias ア ス パ ラ ガ ス 腐敗茎か ら 分離 ( 当場保存株)

表 - 3 球根伝染 と 収穫後の 水洗等が チ ュ ー リ ッ プ褐色腐敗病の 発
生 に 及 ぽす影響

発病球率 (%)

水洗 ・ 薬剤漫演 無水洗・ 無薬剤浸潰

植 え 付 け種球の種類 褐色腐蜘丙 黒腐病 褐色腐敗病 黒腐病

縄色腐敗病羅病球 48 _ 3  1 . 3  2 . 0  。

黒腐病擢病球 。 62 _ 2  。 3 _ 3 

健全球 。 2 . 3  。 。

供試品種 : メ リ ー ウ ィ ド ー

注) 薬剤浸潰 は チ ュ ー リ ッ プサ ピ ダニ対象 ( ピ リ ミ ホ ス メ チ ル
乳剤 500 倍 15 分)

一一一 29 一一一



78 植 物 防 疫 第47巻 第2号(1993年)

こ と が推察 さ れた 。 土壌伝染の 有無 に つ い て は現在試験

中 で あ る が， 病原細菌の性質か ら 十分有 り 得 る こ と と 考

え ら れ る 。 ま た ， 本細菌 は付傷接種試験の結果， チ ュ ー

リ ッ プの 他 に ， グ ラ ジ オ ラ ス ， タ マ ネ ギ， イ ネ ， ト ウ モ

ロ コ シ ， ソ ル ゴー ， ホ ウ レ ン ソ ウ ， ト マ ト ， エ ン ド ウ ，

ダ イ ズ， ツ ル ナ ， カ ボ チ ャ ， ヤ マ イ モ に も 病原性が認め

ら れた の で， 他の植物か ら の伝染 も 否定で き な い。

V 品 種 間 差 異

本病の発生が顕著 な 品種 と し て ， ア テ ラ ， メ リ ー ウ ィ

ド ー， メ リ ー ウ ィ ド ー レ コ ー ド ， コ ー プ ラ ン ド レ コ ー ド ，

ワ イ ル ド ホ ー フ な どが あ る が， さ ら に 本病 に対す る 品種

聞の発病差異 を調べ る た め に ， 収穫後の球根 に本病原細

菌 を 浸潰接種 し て 発病 を比較 し た 。 そ の 結果， 本病 に感

染 し た の は供試 42 品種中 19 品種で， 約半数の 品種 は明

瞭な抵抗性 を 示 し た 。 発病程度 と 球根硬度 と の 関係 を調

べ た 結果， 球根硬度の 低 い 品種 (傷の付 き 易 い 品種) ほ

ど発病程度が高い傾向が認め ら れた 。 こ の こ と か ら ， 品

種聞の発病程度 の差異 は ， 感受性の有無 の ほ か に 各品種

の特性であ る 球根硬度 と 関係が深 く ， 収穫 ・ 水洗作業時

の損傷の 受 け 易 さ が密接 に 関与す る と 考 え ら れた 。

刊 防 除

本病 に対す る 薬剤の球根消毒効果 を 調べ る た め に ， ス

ト レ プ ト マ イ シ ン ・ チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル水和剤， オ キ

ソ リ ニ ッ ク 酸水和剤， 次亜塩素酸 カ ル シ ウ ム 剤， 銅水和

剤 (水酸化第二銅) ， チ モ ー ル を 用 い て 収穫後の球根 を 浸

漬処理 し ， 貯蔵中 の 発病球率 を調査 し た 。 そ の 結果， 銅

水和剤の 防除効果が最 も 安定 し て 高 く ， 次 い で次亜塩素

酸 カ ル シ ウ ム 剤， ス ト レ プ ト マ イ シ ン ・ チ オ フ ァ ネ ー ト
メ チ ル水和剤で あ っ た (表-4) 。 し か し な が ら ， 銅水和剤

は青色の薬剤の汚れが残 り ， そ の ま ま で は販売用 と し て

問題が あ る と 考 え ら れた 。 ま た ， 次亜塩素酸 カ ル シ ウ ム

剤 は球根外皮がや や脱色 さ れ色 あ せ た 外見 と な っ た 。 い

ずれ に し ろ ， 種球 と し て 用 い る 場合 に は 実用上問題 は な

い と 考 え ら れた 。

表 - 4 数種薬剤 に よ る チ ュ ー リ ッ プ褐色腐敗病の 防除試験

処理 | 発病球率 (% )

ス ト レ プ ト マ イ シ ン ・ チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル水和剤 30 . 0 bcd 
オ キ ソ リ ニ ッ ク 酸水和剤 34 . 4  bcd 
次亜塩素酸 カ ル シ ウ ム 剤 I 20 . 0  cd 
銅水和剤 (水酸化第二銅 14 . 4 d 
チ モ ー ル 39 . 6  abc 

無処理 I 43 . 3  ab 

注) 各処理 30 球 3 反復， 15 分間浸潰， チ モ ー ル は 500 倍， そ の

他は 250 倍希釈

以上の試験結果か ら ， 本病の 防除方法 を ま と め る と ，

① 種球 を調整す る 際の病球の選別除去 を徹底 す る 。

② 収穫後の殺菌剤 に よ る 消毒 を行 う 。

③ 収穫 ・ 水洗時 は球根 に極力傷 を つ け ぬ よ う 作業 す る 。

④ 抵抗性の 品 種 を 栽培す る 。

な お ， 収穫後の水洗 ・ 薬剤浸漬 ( チ ュ ー リ ッ プサ ビ ダニ

対象) を行わ な い こ と に よ り 発病 は軽減 さ れ た が (表-3) ， 

サ ビ ダニ対策 は 現状不可欠 であ り ， 本法 は 現実的で は な
し ' 0

お わ り に

球根類病害の 多 く は 球根伝染す る こ と か ら ， 病球の 除

去や球根の薬剤消毒が重要 な 防除手段 と な っ て い る 。 本

病 に 有効 な 数種の薬剤が明 ら か と な っ た が， 本病以外の

球根腐敗病 (F. 0砂ゆorum f. sp. tulipae) ， 褐色斑点病

(Botrytis tulipae) ， 緑 か び病 ・ 青 か び病 (Penicillium

spp.) ， 黒腐病 (P. andropogonis) ， か い よ う 病 ( Cur

tobacterium flaccumfaciens pv. oortii) ， そ し て チ ュ ー リ

ッ プサ ピ ダニ な ど に つ い て 効果 的 な 球根消毒 を検討す る

と と も に ， さ ら に 各々 の発生生態 を 踏 ま え た 総合的防除

技術 を確立す る 必要 が あ る 。
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